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　昨年４月26日に開会いたしました今期定例会は、４定例会議を経て、閉会を迎えることとなりました。
　さて、今年度を顧みますと、昨年９月には、本県出身の桐生祥秀選手が、日本人初の９秒台を記録し、平
昌冬季オリンピックでは日本選手団が史上最多、13個のメダルを獲得するなど、スポーツを通じて感動
を与えてくれました。さらに、第90回選抜高校野球大会には滋賀県から初めて３校、膳所高校、近江高
校、彦根東高校が出場されるなど、若者の持つ力と可能性を改めて感じる年となりました。
　一方で、天皇陛下が２０１９年４月３０日に退位されるための特例法が成立し、平成の時代が終わりを告
げ、新しい時代を迎えることとなりました。
　そのような中で、来年度は、県政の総合的な推進の指針である基本構想が最終年度を迎えます。大変
厳しい社会情勢ではありますが、若者が将来の滋賀に希望をもてるような基本構想となり、その理念を
県民の皆様と共有できるよう、県議会といたしましても知恵を出し、汗をかいてまいりたいと思います。
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奥村よしまさ旅行友の会 研修旅行
6月1日（金）～2日（土）

皆さんのご参加をお待ちしております。
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平成30年度予算が可決・成立しました。

平成３０年度に予定されている
主な事業を紹介します！

滋賀県の財政状況について、昨年６月に公表されたところによると、今後１０年間で累計
1,000億円にも及ぶ財源不足が見込まれるとのことでした。収入が劇的に増加しない中

で、多くの行政ニーズに応えていく必要があるため、本県の税収や、国の方針などを見極めな
がら慎重なかじ取りが求められます。
その中で、将来世代が夢をもって滋賀県で人生を送ることができるよう、恒常的な歳入を確
保し、なるべく経費の節減を図ると同時に、必要な事業にはしっかりと投資する、メリハリのあ
る予算編成が重要です。

滋賀県の小中学生の学力向上は、喫緊の課題
です。35人学級編成やスクール・サポート・ス

タッフの配置など様々な取り組みを進めています
が、併せて、先生方の「働き方改革」を進めること
で、教職員が児童・生徒に向き合う時間を確保する
ことが大切です。
また、滋賀県には春夏秋冬それぞれに見所がたくさ
んあり、潜在的な観光資源はたくさんあると考えま
す。ビワイチが盛り上がってきていることや、東京
日本橋にオープンしたアンテナショップ「ここ滋賀」
を活用して、県外や外国からの観光客の皆様に、少
しでも滋賀県の良さを知っていただきたいと思って
います。
このような施策の一つ一つが効果を上げ、将来の
世代が、滋賀県に誇りと愛着を持って暮らし、たくさ
んの方に訪れていただけるよう、これからも取り組
んでまいります。

　平成３０年度の滋賀県予算案が３月２２日に可決され、成立しました。総額5,369億2千万円で、昨
年度より26億円の増加となりました。
　平成30年度予算については、昨年度の予算編成前の段階では、約１６４億円の財源不足が生じる
ことが予測されていましたが、歳出の精査などの対応策を講じることにより約５５億円の収支改善を
実施し、残りの109億円は県債や基金の取り崩しで対応できるようになったものです。

■退職教員の豊かな経験を活用した
　学校教育活動支援のため
　非常勤指導員４０人を配置（予算：3,080万円）
（1）２年目教員の指導力の向上
退職教員を指導員として配置し、若手教員（２年目教員）への授業の指導や支援にあたることによ
り、若手教員の指導方法の改善と授業準備等の業務の効率化を図る。
（2）補習や発展的な学習への対応
退職教員を指導員として配置し、課外(放課後・土曜日)等に行う補習や発展的な学習を支援する。

■観光キャンペーン推進事業（予算：1億3,480万円）
　本県の多様な魅力を統一テーマ「虹色」で表現し、地域観光プログラムの展開や来訪に繋げ
る特別企画の開催など、様々な主体と連携・協働した総合的な観光キャンペーンを展開するこ
とで、観光地「滋賀」の認知度向上を図り、本県への来訪・再訪を促進する。
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